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くろさわ・ひろしさんは､「調布の図書館を


　もっともっとよくする会」代表
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　調布「憲法ひろば」第88回例会は12月14日、21人が参加し、「調布の図書館をもっともっとよくする会」代表の黒澤　浩さん(写真左）のお話を聞きました。司会はひろば世話人の津田櫓冬さん(写真右上)。レポートは中島暁子世話人が担当しました。　（編集部）





事件の経過


　２０１２年４月、在特会が松江市教委に『はだしのゲン』は「反日」マンガなので学校図書館から撤去するよう申し入れた。続いて５月には「市民」から同趣旨の陳情が市議会に提出されたが不採択になった。12月、市教委は内容を改めて確認、「日本軍がアジアの人々の首を斬ったり、女性に性的暴行を加えるシーンは小中学生には過激」と判断、その月の校長会で、『ゲン』を閉架措置とし、できるだけ貸し出さないよう、教育長が口頭で求めた。13年８月16日、この事が『山陰中央新報』の第１面に報道され、共同通信が全国に配信すると抗議が殺到。18日夕までにメールが２５０通、｢ゲンを自由に読ませて｣という電子署名は２日間で６千を集めた。８月26日、松江市教委は「手続きが不備だった」として、閲覧制限要請を撤回した。


　学校図書


　館の役割


　１９４５年８月15日まで、日本の学校に「書架」はなかった。学校には教科書以外の本を置くことが禁じられていて、その中で「教育勅語」はじめ忠君愛国精神、皇国史観が教えられたのである。学校図書館法は昭和28（１９５３）年、多くの教師たちの反省と「不戦の誓い」をバックに、議員立法で全会一致で成立。文部省の出したパンフレットにも「自分で考え主体的に判断し、行動できる資質や能力をもった子どもを育てる」ことが目標として掲げられているし、学習指導要領にも「児童の主体的、意欲的な学習活動や読書活動」のために「学校図書館を計画的に利用すること」と書かれている。51年結成された全国学校図書館協議会は91年「学校図書館憲章」を定め「児童の学ぶ権利、知る権利を保障する」ことを学校図書館の理念の一つに挙げている。


　図書館と


　民主主義


　日本に図書館が出来たのは明治になってから。それ以前にあった「文庫」は権力者のための情報センターだった。大正年間の学校図書館活動や読書指導は大正デモクラシーの追い風になった。「知る権利」と図書館の問題は『ゲン』問題に始まったわけではなく、すでに２００６年、殺人容疑で指名手配された少年が自殺した事件を実名で報じた新聞記事に、紙を貼り付けたりして閲覧できないようにする公立図書館が多数現われたことについて毎日新聞社説は、「図書館の過剰反応」と評し、「記事の是非はあくまで利用者が判断するのが筋だ」と論じている。『ゲン』の閉架措置は教育活動を封じることであり、学校図書館の理念と矛盾する。


子どもに未来


を託すために


　学校図書館法の制定と教育方法の大きな改革の経緯を理解し、「学校図書館憲章」に根ざした図書館活動の構築が望まれる。近年大きな比重を占めるようになってきた電子書籍については、それを使いこなす能力の養成は必要だが、思考力を養い、学ぶ方法を学ぶための読書は、「主体的に判断し、行動できる」子どもを育てるための基礎である。


　（中島暁子・記）
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